
今後の予定について
　９月定例会が予定されましたの
でお知らせします。この日程は予
定であり、今後変更になることが
あります。

※一般・特別会計を対象に決算審
査を行います。企業会計の決算審
査は所管の常任委員会で行います

日 曜日 会議など
３ 水 本会議（提案説明など）
４ 木 常任委員会
５ 金 常任委員会
６ 土 休会
７ 日 休会
８ 月 常任委員会
９ 火 常任委員会
10 水 決算審査特別委員会　
11 木 決算審査特別委員会　※
12 金 決算審査特別委員会　
13 土 休会
14 日 休会
15 月 休会（敬老の日）
16 火 休会（整理日）
17 水 休会（整理日）
18 木 休会（整理日）
19 金 本会議（一般質問）
20 土 休会
21 日 休会
22 月 本会議（一般質問）
23 火 休会（秋分の日）
24 水 本会議（一般質問）
25 木 本会議（一般質問）
26 金 本会議（一般質問）
27 土 休会
28 日 休会
29 月 本会議（表決など）

れ
請
負
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

▼
執
行
部
の
説
明

　
こ
れ
ま
で
３
回
入
札
を
行
っ
た
も
の

の
請
負
業
者
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、

設
計
金
額
や
発
注
形
態
な
ど
の
条
件
に

つ
い
て
、
市
内
業
者
を
入
札
に
参
加
で

き
る
よ
う
見
直
し
た
結
果
、
入
札
が
成

立
し
た
も
の
で
あ
る
。

問　
発
注
の
条
件
を
緩
和
し
て
い
る
が
、

建
物
の
質
は
確
保
で
き
る
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
工
事
監
理
者
は
非
常
駐

と
し
て
い
た
が
、
市
内
業
者
も
入
札
に

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、
こ
の
度
か
ら

工
事
監
理
者
を
常
駐
と
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
建
物
の
質
は
担
保
で
き
る
と
確
信

し
て
い
る
。

●
審
査
結
果

　
第
２
回
定
例
会
で
は
、
こ
の
議

案
を
含
め
29
件
が
提
案
さ
れ
、
一

部
反
対
が
あ
っ
た
議
案
も
あ
り
ま

し
た
が
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り

可
決（
採
択
、
同
意
）さ
れ
ま
し
た
。

　
各
議
案
に
対
す
る
議
員
個
別
の

賛
否
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
議
会
事
務
局
議
事
課
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◆
意
見
書
◆

　

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
で
可
決

さ
れ
た
意
見
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
意
見
書
は
、
衆
議
院
・
参
議
院

議
長
を
は
じ
め
、
政
府
関
係
機
関
や
地

元
選
出
国
会
議
員
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

　
わ
が
国
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ス
性
肝

炎
、
特
に
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
患
者

が
合
計
350
万
人
以
上
と
さ
れ
る
ほ
ど

蔓
延
し
て
い
る
の
は
、
国
の
責
め
に

帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
肝
炎
対
策
基
本
法

や「
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
及

び
特
定
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製
剤
に

よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害
者
を
救
済

す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」、「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」で
も
確
認
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
の
法
的
責
任
は

明
確
に
な
っ
て
い
る
。

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医

療
費
助
成
は
、
現
在
、
肝
炎
治
療
特
別

促
進
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

対
象
と
な
る
医
療
が
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
減
少
を
目
的
と
し
た
抗

ウ
イ
ル
ス
療
法
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
治
療
と
Ｂ
型
肝
炎
の
核
酸
ア
ナ
ロ

グ
製
剤
治
療
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

医
療
費
助
成
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る

患
者
が
相
当
数
に
の
ぼ
る
。
特
に
、
肝

硬
変
・
肝
が
ん
患
者
は
高
額
の
医
療
費

を
負
担
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
け
で
な
く
、

就
労
不
能
の
方
も
多
く
、
生
活
に
困
難

を
来
し
て
い
る
。

　
現
在
は
肝
硬
変
を
中
心
と
す
る
肝
疾

患
も
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
障
害
認

定（
障
害
者
手
帳
）の
対
象
と
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
医
学
上
の
認
定
基
準
が
き

わ
め
て
厳
し
い
た
め
、
亡
く
な
る
直
前

で
な
け
れ
ば
認
定
さ
れ
な
い
と
い
っ
た

実
態
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
の
制

度
は
、
肝
炎
患
者
に
対
す
る
生
活
支
援

の
実
効
性
を
発
揮
し
て
い
な
い
と
の
指

摘
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
他
方
、
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
制
定
時（
平
成
23
年
12
月
）に

は
、「
と
り
わ
け
肝
硬
変
及
び
肝
が
ん
の

患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
を
含
む
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

こ
と
」と
の
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
た
。

し
か
し
、
国
に
お
い
て
は
、
肝
硬
変
・

肝
が
ん
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
を

含
む
生
活
支
援
に
つ
い
て
、
何
ら
新
た

な
具
体
的
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
。

　
肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
に
対
す
る
医

療
費
助
成
を
含
む
生
活
支
援
の
実
現

は
、一
刻
の
猶
予
も
な
い
課
題
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
下

記
事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
記

（
１
）�ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・
肝
が
ん

に
係
る
医
療
費
助
成
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
。

（
２
）�身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
肝
機

能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手

帳
の
認
定
基
準
を
緩
和
し
、
患

者
の
実
態
に
応
じ
た
認
定
制
度

に
す
る
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
平
成
26
年
６
月
24
日

�

下　
関　
市　
議　
会　
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議会だより
第２回定例会

議会の情報は下関市の
ホームページから

http://www.city.shimonoseki.lg.jp/

　
６
月
５
日
か
ら
24
日
ま
で
を
会
期
と
し
て
、
第
２
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
提
案
さ
れ
た
一
般
議
案
に
つ
い
て
、

委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

※「
議
会
だ
よ
り
」平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
一
般
質
問
特
集
を
16

㌻
〜
17
㌻（
中
央
部
）に
差
し
込
む
形
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い

問
：
委
員（
議
員
）か
ら
の
質
疑
な
ど

答
：
市
役
所
執
行
部
か
ら
の
答
弁
な
ど

議
案
第
91
号

下
関
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
本
案
は
、
平
成
25
年
８
月
に
京
都
府

福
知
山
市
で
発
生
し
た
花
火
大
会
の
火

災
事
故
を
受
け
、
消
防
法
施
行
令
の
一

部
改
正
な
ど
に
伴
い
、
祭
礼
、
縁
日
な

ど
多
数
の
者
が
集
ま
る
屋
外
で
の
催
し

の
う
ち
大
規
模
な
も
の
を「
指
定
催
し
」

と
し
て
指
定
す
る
と
と
も
に
、
防
火
管

理
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
、「
指
定
催

し
」の
主
催
者
に
防
火
担
当
者
の
選
任
、

火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
に
係
る
計
画

の
作
成
と
届
出
を
そ
れ
ぞ
れ
義
務
付
け

る
な
ど
、
所
要
の
条
文
整
備
を
行
お
う

と
す
る
も
の
で
す
。

問　
「
指
定
催
し
」は
ど
の
程
度
の
規
模

な
の
か
。

答　
福
知
山
市
の
花
火
大
会
と
同
等
以

上
の
規
模
を
想
定
し
て
い
る
。
下
関
市

で
は
、
関
門
海
峡
花
火
大
会
と
馬
関
ま

つ
り
が
対
象
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
地
元
の
自
治
会
や
神
社
な
ど
が
行

う
催
し
は
ど
う
い
う
扱
い
に
な
る
の
か
。

答　
町
内
の
行
事
や
縁
日
な
ど
は「
指
定

催
し
」に
は
当
た
ら
な
い
が
、
対
象
火
気

器
具（
火
を
使
用
す
る
器
具
、
液
体
・
固

体
・
気
体
燃
料
を
使
用
す
る
器
具
や
電

気
を
熱
源
と
す
る
器
具
）な
ど
を
使
用
す

る
場
合
は
消
火
器
の
準
備
が
、
露
店
な

ど
を
開
設
す
る
場
合
に
は
、
所
轄
消
防

署
長
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
る
。

議
案
第
95
号

下
関
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
本
案
は
、
豊
浦
分
室
を
設
置
す
る
た

め
、
下
関
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
執
行
部
の
説
明

　
下
関
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
豊
浦

分
室
を
、
豊
浦
総
合
支
所
３
階
に
設
置

し
、
開
館
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
、
１
日
の
定
員
は

午
前
５
人
・
午
後
５
人
の
計
10
人
と
し
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
児
童
発
達
支
援
事

業
や
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事

業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問　
通
園
す
る
子
ど
も
の
対
象
地
域
は
。

答　
通
園
区
域
と
い
う
も
の
は
な
く
、

保
護
者
の
事
情
に
よ
っ
て
、
通
い
や
す

い
方
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

議
案
第
107
号

工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て（
火
の

山
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
建
築
主
体
工
事
）

　
本
案
は
火
の
山
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
建

築
主
体
工
事
に
つ
い
て
、
２
億
１
７
０

８
万
円
で
契
約
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
執
行
部
の
説
明

　
今
回
の
工
事
で
は
、
全
て
の
宿
泊
室

か
ら
関
門
海
峡
が
臨
め
る
配
置
と
す
る

と
と
も
に
、
宿
泊
定
員
を
こ
れ
ま
で
よ

り
10
人
増
の
62
人
と
し
、
外
国
人
旅
行

客
へ
の
対
応
に
も
考
慮
し
た
計
画
と
な

っ
て
い
る
。

問　
外
国
人
旅
行
客
へ
の
対
応
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答　
外
国
人
旅
行
客
の
た
め
に
新
た
に

個
室
シ
ャ
ワ
ー
室
を
用
意
す
る
と
と
も

に
、
自
炊
が
で
き
る
よ
う
自
炊
室
を
設

け
た
り
、
従
来
よ
り
も
大
き
な
ベ
ッ
ド

を
用
意
し
た
り
す
る
な
ど
の
対
応
を
と

っ
て
い
る
。

問　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
検
討
し

た
の
か
。

答　
設
置
は
検
討
し
た
が
、
２
階
建
て

で
あ
り
、
費
用
面
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
は
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
１
階

は
全
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
施
設
と

し
、
車
い
す
で
の
宿
泊
が
可
能
な
特
別

宿
泊
室
も
１
階
に
設
け
て
い
る
。

議
案
第
108
号

工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て（
下
関

市
新
博
物
館（
仮
称
）建
築
主
体
工
事
）

議
案
第
109
号

工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て（
下
関

市
新
博
物
館（
仮
称
）機
械
設
備
工
事
）

　
本
案
は
、
下
関
市
新
博
物
館（
仮
称
）

に
つ
い
て
、
建
築
主
体
工
事
が
６
億
４

８
０
０
万
円
、
機
械
設
備
工
事
が
１
億

８
５
７
４
万
１
６
４
０
円
で
、
そ
れ
ぞ

新博物館（仮称／イメージ図）
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